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ポジティブリスト制度施行後の山口県における残留農薬検査状況について

理化学部 食品・医薬品分析グループ

立野幸治、藤原美智子、津田元彦、三浦 泉

はじめに

食品中に残留する農薬，飼料添加物及び動物用医薬品

について，一定の量（0.01 ppm)を超えて農薬等が残留す

る食品の販売を原則禁止する制度（ポジティブリスト制

度）が，平成18年5月29日から施行された1)．

本県においては，平成15年度から食の安心・安全確保

のため県内に流通する農産物の残留農薬検査を強化して

いるところであるが，このポジティブリスト制度の施行

にあわせてさらに検査対象農薬を拡充強化することとな

り，平成18年度は201農薬（平成18年9月からはﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙを

追加し，202農薬）を対象に32農産物について食品衛生法

に基づく収去検査を実施することとなった．

今後の効果的効率的な行政対応及び検査に資するため

実施状況と農薬の検出状況をとりまとめたので報告する．

検査対象農薬の選定

ポジティブリスト制度の施行に伴い約500農薬について

食品衛生法に基づく残留基準が定められたが，検査のコ

スト及び検査に要する時間等を勘案し，行政部門との協

議の結果，以下の4項目に農薬を分類整理し，使用実態，

危害度等により，検査対象農薬を絞り込み，当面，表１

に示す201農薬を検査対象とした．

なお，平成18年9月以降は，北海道産カボチャのヘプタ

クロル汚染事例を受けヘプタクロルを検査対象農薬とし

て追加し，202農薬を検査対象とした．

農薬分類項目

1 山口県産農産物によく使用されていると考えられる農薬（山口県防除指針掲載農薬）

2 登録農薬の中で農産物によく使用されていると考えられる農薬

3 諸外国で残留基準が定められており外国産農産物によく使用されていると考えられる農薬

4 現在は使用が禁止されているが，その残留性が高いことから健康被害が危惧される農薬

表１．農薬分類項目別農薬リスト
1 山口県産農産物によく使用されていると考えられる農薬（山口県防除指針掲載農薬）（１０２農薬）
ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ,ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ,ﾊﾙﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ,ﾌﾙｵﾙｲﾐﾄﾞ,ｱﾄﾗｼﾞﾝ,ｱﾒﾄﾘﾝ,ｲｿｷｻﾁｵﾝ,ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ,ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ,ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ,ｷﾉｸﾗﾐﾝ,ｼｱﾉﾎｽ,

ﾃﾄﾗｼﾞ ﾎﾝ,ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ,ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ,ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ,ﾌｪﾉﾁｵｶﾙﾌﾞ,ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ,ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ,ﾌﾙｱｸﾘﾋﾟﾘﾑ,ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ,ﾌﾟﾛ
ﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ,ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ,ﾒﾀﾗｷｼﾙ(ﾒﾌｪﾉｷｻﾑを含む),ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ,ｱﾗｸﾛーﾙ,ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ,ｲﾝﾄﾞｷｻｶﾙﾌﾞ,ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ,ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ,ｸﾛ
ﾁｱﾆｼﾞﾝ,ｸﾛﾏﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ,ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ,ｼｱﾅｼﾞﾝ,ｼﾌﾙﾌｪﾅﾐﾄﾞ,ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ, ｼﾌﾟﾛｼﾞﾆﾙ,ｼﾒｺﾅｿﾞｰﾙ,ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ,ｼﾞﾒﾄｴ-ﾄ,ｽﾋﾟﾛｼﾞｸ
ﾛﾌｪﾝ,ﾁｱｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ,ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ,ﾃﾌﾞﾌｪﾉｼﾞﾄﾞ,ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ,ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ,ﾋﾟﾘﾒﾀﾆﾙ,ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ,ﾌﾞﾀﾐﾎｽ,ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ,ﾍｷｼﾁｱｿﾞｸｽ,ﾘﾆ
ｭﾛﾝ,ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ,ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ,ｳﾆｺﾅｿﾞｰﾙP,ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ,ｵｷｻﾐﾙ,ｶｽﾞｻﾎｽ,ｶﾙﾊﾞﾘﾙ,ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ,ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ,ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ,ｸﾛﾙﾌﾟ
ﾛﾌｧﾑ,ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ,ｼﾊﾛﾄﾘﾝ,ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ,ｼﾌﾙﾄﾘﾝ,ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ,ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ,ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ,ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ,ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ,ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ,
ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ,ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ,ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ,ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ,ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ,ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ,ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ,ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ,ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ,ﾌｪﾅﾘﾓﾙ,ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵ
ﾝ,ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ,ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ,ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ,ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ,ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ,ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ,ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ,ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ,ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ,ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ,ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀ
ﾘﾝ,ﾎｻﾛﾝ,ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ,ﾏﾗﾁｵﾝ,ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ,ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ,ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ,ﾚﾅｼﾙ

2 登録農薬の中で農産物によく使用されていると考えられる農薬（６１農薬）
ｱｾﾌｪｰﾄ,ｷｬﾌﾟﾀﾝ,ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ,XMC,ｱﾚｽﾘﾝ,ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ,ｴﾁｵﾝ,ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｱﾝ,ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ,ｶﾙﾌｪﾝﾄﾗｿﾞﾝｴﾁﾙ,ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ,ｸﾛﾙﾋﾟﾘ

ﾎｽﾒﾁﾙ,ｼﾞｸﾛﾎｯﾌﾟﾒﾁﾙ,ｼﾞｸﾛﾗﾝ,ｼﾞﾌｪﾅﾐﾄﾞ,ｼﾏｼﾞﾝ,ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ,ｼﾞﾒﾋﾟﾍﾟﾚｰﾄ,ﾃﾄﾗｸﾛﾙﾋﾞﾝﾎｽ,ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ,ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ,ﾌｻﾗｲﾄﾞ,
ﾌﾙﾐｵｷｻｼﾞﾝ,ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ,ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ,ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ,ﾌﾞﾛﾏｼﾙ,ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ,ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ,ﾌﾟﾛﾓﾎｽ,ﾎｽﾒｯﾄ,ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ,ﾓﾉｸﾛﾄﾎｽ,ｼﾒ
ﾄﾘﾝ,ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ,EPN,ｲｿﾌｪﾝﾎｽ,ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ,ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ,ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ,ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ,ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ,ｷﾉﾒﾁｵﾈｰﾄ,ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ,ｼﾞｸﾛﾙ
ﾎﾞｽ,ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ,ｼﾞﾒﾁﾋﾟﾝｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ,ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ,ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ,ﾃﾙﾌﾞﾎｽ,ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ,ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ,ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ,ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ,
ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾌｪﾝ,ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ,ﾌｪﾝﾁｵﾝ,ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ,ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ

３ 諸外国で残留基準が定められており外国産農産物によく使用されていると考えられる農薬(33農薬)
ｱｾﾄｸﾛｰﾙ,ｲｻｿﾞﾎｽ,ｴﾄﾌﾒｾｰﾄ,ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ,ｵｷｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ,ｷﾅﾙﾎｽ,ｷﾉｷｼﾌｪﾝ,ｷﾝﾄｾﾞﾝ,ｸﾛﾏｿﾞﾝ,ﾁｵﾒﾄﾝ,ﾃｸﾅｾﾞﾝ,ﾄﾘｱﾚｰﾄ,ﾆﾄﾛﾀｰﾙｲｿ

ﾌﾟﾛﾋﾟﾙ,ﾉﾙﾌﾙﾗｿﾞﾝ,ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ,ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ,ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ,ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ,ﾌｪﾅﾐﾎｽ,ﾌｪﾉﾄﾘﾝ,ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾋﾟﾓﾙﾌ,ﾌﾞﾁﾚｰﾄ,ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ, ﾌﾙｼﾗｿﾞ
ｰﾙ,ﾌﾙﾄﾘｱﾎｰﾙ,ﾍｷｻｼﾞﾉﾝ,ﾍﾞﾅﾗｷｼﾙ,ﾍﾟﾝｺﾅｿﾞｰﾙ,ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ,ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ,ﾎｽﾌｧﾐﾄﾞﾝ,ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ,ﾒﾄｷｼｸﾛｰﾙ

４ 現在は使用が禁止されているが，その残留性が高いことから健康被害が危惧される農薬(5農薬)
BHC,DDT,ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ（ｱﾙﾄﾞﾘﾝ含む）,ﾊﾟﾗﾁｵﾝ，ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ

山口県環境保健ｾﾝﾀｰ所報
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農薬標準品，試薬等

農薬標準品は，精度管理及びコストを勘案し，関東化

学株式会社製農薬混合標準液22,31,34を使用し，これに

ないものは関東化学株式会社及び和光純薬工業株式会社

製の単品の農薬標準品から1000μg/mlのヘキサン又はア

セトニトリル溶液を調製し，適宜アセトン又はメタノー

ルで希釈し使用した．

アセトン，アセトニトリル，トルエンは，関東化学株

式会社製残留農薬用5000を，メタノール，水は和光純薬

工業株式会社製LC/MS用を使用した．

検査方法

実施する検査は食品衛生法に基づく収去検査であり，

農産物の流通特性から，一週間程度で食品衛生法違反が

判断可能な検査結果を得る必要がある．

このため，超臨界抽出・GC/MS一斉試験法 2 ～ 4)，固相

抽出・LC/MS/MS一斉試験法５）及び厚生労働省が個別に検

査法を示した農薬については当該検査法５）で検査を実施

することとし，検査標準作業書，機械・器具等の検査体

制を整備し，年間を通じて搬入される食品衛生法に基づ

く200検体の収去検査に対応することとした．

以下に，超臨界抽出・GC/MS一斉試験法及び固相抽出・

LC/MS/MS一斉試験法の概要を示す．

なお，超臨界抽出・GC/MS一斉試験法においては，農産

物のマトリックスによる妨害が考えられることから2台の

GC/MSに液相の異なるカラムを使用し，昇温条件等を変え

確認することとした．

１ 超臨界抽出・GC/MS一斉試験法概要

(1) 装置

・超臨界流体抽出装置（ISCO社製FSX220）

・ガスクロマトグラフ／質量分析計（GC/MS）Agile

nt5973N及びAgilent5973（ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会

社製）

・グラインドミックスGM200(Retsch製)

(2) 超臨界抽出装置条件

CO２ 圧力：2000 psi，抽出ｶｰﾄﾘｯｼﾞ温度：40℃，

ﾘｽﾄﾘｸﾀｰ温度：60℃，静的抽出15分，動的抽出70 mL，

抽出物捕集溶媒：アセトン

(3) GC/MS条件

Agilent5973N

カラム：DB-XLB 0.25mmφ×30m,膜厚0.10μm

カラム温度80℃(1分)－20℃/分－140℃(0分)－4℃

/分－200℃(0分)－8℃/分－300℃(5分)，注入口モー

ド：ﾊﾟﾙｽﾄﾞｽﾌﾟﾘｯﾄﾚｽ，注入口圧力：15.60 psi，パル

ス圧：30 psi,ﾊﾟﾙｽ時間 1.00分,ﾊﾟｰｼﾞ流量：50 mL

/分，ﾊﾟｰｼﾞ時間：1分，注入口温度230℃，注入量

2μL

Agilent5973

カラム：HP-5MS 5%Phenyl Methyl Siloxane 0.25

mmφ×30 m,膜厚0.25 μm

カラム温度80℃(2分)－30℃/分－180℃(5分)－3℃

/分－260℃(10分)－30℃/分－300℃(2分)，注入口モ

ード：ﾊﾟﾙｽﾄﾞｽﾌﾟﾘｯﾄﾚｽ，注入口圧力：9.06 psi，パ

ルス圧：30psi，ﾊﾟﾙｽ時間1.50分，ﾊﾟｰｼﾞ流量： 50

mL/分，ﾊﾟｰｼﾞ時間:1.45分,注入口温度250℃，注入量

3μL

(4) 検査対象農薬

表２に示す185農薬（217農薬成分）

(5) 試験溶液の調製法

約1kｇの搬入された農産物をレッチェ粉砕器で均

一に粉砕した後，2ｇを50mlガラスビーカーに分取し，

アセトン溶液を0.2ml加え，吸水剤としてWetsuport

（ｹｲｿｳ土）3gを加え混合した後，超臨界抽出用ｶｰﾄﾘ

ｯｼﾞ(事前に球形砂0.8ｇを入れたもの）に充填し、充

填後表面から0.5mmまで球形砂を加えフタをしめる．

超臨界流体抽出装置にセットし，(2)超臨界抽出装置

条件により抽出し，アセトン20mlで捕集する．これ

を減圧濃縮し窒素気流中で乾固した後，アセトン1

mlに溶解し試験溶液とした．

(6) 検量線

検量線は，(5)試験溶液の調製と同様に処理した検

査対象の農産物抽出物に，関東化学株式会社製農薬

混合標準液22,31,34及び単品の農薬標準液を混合し，

調製した185農薬混合標準アセトン溶液を適宜希釈し

たもの1mlを加え，検量線作成用試験溶液とした．

(7) GC/MSによる定性・定量測定

定性は，SCANモードに設定したメソッドで行い，

定量はSIMモードで設定したメソッド2種類を作成し

実施した．各農薬成分のモニターイオンは厚生労働

省通知５）を参考にし，表２．GC/MS検査対象農薬成分

名及び測定ｲｵﾝのとおりとした．

(8) 分析値

農産物ごとに3nの添加回収試験を行い，回収率70

～120％，RSD20%以下の農薬について，原則3n以上の

併行抽出の測定結果の平均値を分析値とした．
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表２．GC/MS検査対象農薬成分名及び測定ｲｵﾝ

SIMメソッド１ SIMメソッド２

定量ｲｵﾝ 定性ｲｵﾝ1 定性ｲｵﾝ2 定量ｲｵﾝ 定性ｲｵﾝ1 定性ｲｵﾝ2

1 α-BHC 219 221 183 1 XMC 122 77

2 β-BHC 219 221 183 2 E-ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ 238 191

3 γ-BHC 219 221 183 3 Z-ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝ 191 238

4 δ-BHC 219 221 183 4 α-ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ 339 241

5 EPN 185 323 5 βｰｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ 195 339

6 o,p-DDT 235 165 199 6 ｱｾﾄｸﾛﾙ 223 269

7 p,p'-DDD 235 237 7 ｱﾄﾗｼﾞﾝ 215 200

8 p,p'-DDE 316 318 8 ｱﾒﾄﾘﾝ 227 212

9 p,p-DDT 235 165 199 9 ｱﾗｸﾛｰﾙ 188 160

10 α-ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ 323 267 10 ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 263 293

11 β-ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ 323 267 11 ｱﾚｽﾘﾝ 123 136

12 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ 208 181 12 ｲｻｿﾞﾎｽ 161 313

13 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 152 221 207 13 ｲｿｷｻﾁｵﾝ 313 105

14 ｱｾﾌｪｰﾄ 136 94 14 ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 290 162

15 ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 255 213 15 ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ 204 91

16 ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 136 121 16 ｳﾆｺﾅｿﾞｰﾙ 234 236

17 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 314 316 17 ｴﾁｵﾝ 231 384

18 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 375 412 253 18 ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 330 300

19 ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 222 162 19 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 163 135

20 ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 168 107 20 ｴﾄﾌﾒｾｰﾄ 286 207

21 ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 310 173 109 21 ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ 175 344

22 ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 200 158 22 ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ 163 278

23 ｶｽﾞｻﾎｽ 158 159 23 ｵｷｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ 252 361

24 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ１ 144 115 24 ｶﾙﾌｪﾝﾄﾗｿﾞﾝｴﾁﾙ 312 411

25 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ2 144 115 25 ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 164 149

26 ｷﾅﾙﾎｽ 298 241 26 ｷﾉｷｼﾌｪﾝ 237 307

27 ｷﾉﾒﾁｵﾈｰﾄ 234 206 27 ｷﾉｸﾗﾐﾝ 172 144

28 ｷｬﾌﾟﾀﾝ* 79 149 28 ｷﾝﾄｾﾞﾝ 237 295

29 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 314 316 29 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 206 131

30 ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ 213 171 30 ｸﾛﾏｿﾞﾝ 125 204

31 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 267 225 31 ｸﾛﾘﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ 301 332

32 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 220 185 32 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 286 125

33 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ1 208 197 181 33 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 247 328

34 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ2 208 197 181 34 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 266 299

35 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ1 323 325 35 ｼｱﾅｼﾞﾝ 225 212

36 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ2 323 325 36 ｼｱﾉﾎｽ 243 109

37 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ1 163 165 206 37 ｼﾞｸﾛﾎｯﾌﾟﾒﾁﾙ 340 253

38 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ2 163 165 206 38 ｼﾞｸﾛﾗﾝ 206 176

39 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ3 163 165 206 39 ｼﾞﾌｪﾅﾐﾄﾞ 239 167

40 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ4 163 165 206 40 ｼﾏｼﾞﾝ(CAT) 201 186

41 ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 222 139 41 ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ 212 255

42 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ1 163 165 209 42 ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ 230 154

43 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ2 163 165 209 43 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 125 87

44 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ3 163 165 209 44 ｼﾒﾄﾘﾝ 213 170

45 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ4 165 163 209 45 ｼﾞﾒﾋﾟﾍﾟﾚｰﾄ 119 145

46 ｼﾞﾒﾁﾋﾟﾝ 118 54 46 ｽﾋﾟﾛｼﾞｸﾛﾌｪﾝ 312 259 314

47 ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ 295 297 47 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 263 277

48 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 286 258 179 48 ﾃｸﾅｾﾞﾝ 215 261

49 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 304 137 49 ﾃﾄﾗｸﾛﾙﾋﾞﾝﾎｽ 329 331

50 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 257 100 72 50 ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ 356 227

51 ﾁｵﾒﾄﾝ* 125 88 51 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 208 27

52 ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ 288 127 52 ﾄﾘｱﾚｰﾄ 268 86

53 ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 250 125 53 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 306 264

54 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 333 318 54 ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 116 222

55 ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ 177 197 55 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 383 197

56 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 253 255 56 ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 271 128

57 ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 231 57 57 ﾆﾄﾛﾀｰﾙｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 236 254

58 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ1 168 112 58 ﾉﾙﾌﾙﾗｿﾞﾝ 303 145

59 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ2 168 112 59 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 181 166

農薬成分名
測定ｲｵﾝ(m/z)測定ｲｵﾝ(m/z)

No 農薬成分名 No
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表２．GC/MS検査対象農薬成分名及び測定ｲｵﾝ

SIMメソッド１ SIMメソッド２

定量ｲｵﾝ 定性ｲｵﾝ1 定性ｲｵﾝ2 定量ｲｵﾝ 定性ｲｵﾝ1 定性ｲｵﾝ2

60 ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ 161 189 60 ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ 320 140

61 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 265 267 61 ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ 221 373

62 ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 236 167 62 ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ 412 349

63 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 291 263 235 63 ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 340 199

64 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 263 233 125 64 ﾋﾟﾘﾒﾀﾆﾙ 199 198

65 ﾊﾙﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 263 265 65 ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ 285 213

66 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ1 170 141 66 ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 369 367 351

67 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ2 170 141 67 ﾌｪﾅﾐﾎｽ 303 217

68 ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ 360 194 68 ﾌｪﾉﾁｵｶﾙﾌﾞ 72 160

69 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 147 148 132 69 ﾌｪﾉﾄﾘﾝ1 183 123

70 ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ1 262 264 70 ﾌｪﾉﾄﾘﾝ2 183 123

71 ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ2 262 264 71 ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 198 129

72 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 226 136 72 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 181 265

73 ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ 238 166 73 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾋﾟﾓﾙﾌ 128 303

74 ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾌｪﾝ 184 186 74 ﾌｻﾗｲﾄﾞ 243 272

75 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 305 290 75 ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 286 200

76 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 330 251 76 ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ 273 316

77 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 277 260 77 ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 305 249

78 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 150 121 78 ﾌﾙｱｸﾘﾋﾟﾘﾑ 320 426

79 ﾌｪﾝﾁｵﾝ 278 125 79 ﾌﾙｵﾙｲﾐﾄﾞ 259 180

80 ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 274 246 80 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 248 154 127

81 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ1 225 167 81 ﾌﾙﾄﾘｱﾎｰﾙ 219 164

82 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ2 225 167 82 ﾌﾙﾐｵｷｻｼﾞﾝ 354 287

83 ﾌﾞﾁﾚｰﾄ 217 174 156 83 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 283 96

84 ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ1 199 157 84 ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ 161 163 219

85 ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ2 199 157 85 ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ1 173 350

86 ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ 233 206 86 ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ2 173 350

87 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 323 281 87 ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 173 254

88 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ1 250 252 502 88 ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ 339 374

89 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ2 250 252 502 89 ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ 110 152

90 ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 238 262 90 ﾌﾟﾛﾏｼﾙ 205 207

91 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 309 267 91 ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 241 226

92 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ1 259 261 92 ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ 232 119

93 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ2 259 261 93 ﾌﾟﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ 341 183

94 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ1 183 163 94 ﾌﾟﾛﾓﾎｽ 331 329

95 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ2 183 163 95 ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ 214 83

96 ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 166 151 96 ﾍｷｻｼﾞﾉﾝ 171 128

97 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 252 281 97 ﾍﾞﾅﾗｷｼﾙ 148 206

98 ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ 256 163 98 ﾍﾟﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 248 158

99 ﾎｻﾛﾝ 367 182 99 ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ 292 264

100 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ1 195 283 100 ﾎｽﾌｧﾐﾄﾞﾝ 264 127

101 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ2 195 283 101 ﾎｽﾒｯﾄ 160 317

102 ﾏﾗﾁｵﾝ 173 125 127 102 ﾒﾀﾗｷｼﾙ 206 279

103 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 150 179 103 ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ 145 125

104 ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ* 141 94 104 ﾒﾄｷｼｸﾛｰﾙ 227 228

105 ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ 168 153 105 ﾓﾉｸﾛﾄﾎｽ 127 192

106 ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ 238 162 106 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ 272 337

107 ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ 192 120 107 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞA 353 351

108 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 269 119 108 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞB 353 351

109 ﾚﾅｼﾙ 153 110

農薬成分名
測定ｲｵﾝ(m/z)測定ｲｵﾝ(m/z)

No 農薬成分名 No
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２ 固相抽出・LC/MS/MS一斉試験法概要

(1) 装置

・ 液体クロマトグラフ／質量分析計（LC/MS/MS）

API2000（ｱﾌﾟﾗｲﾄﾞﾊﾞｲｵｼｽﾃﾑｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社製），

Agilent1100（ｱｼﾞﾚﾝﾄ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社製）

・ グラインドミックスGM200(Retsch製)

・ EXCEL AUTO HOMOGENIZER ED-7(日本精機株式会社

製)

(2) 検査対象農薬

表３に示す17農薬(18農薬成分)

(3) 装置条件

・ 液体クロマトグラフ

ｶﾗﾑ:Cadenza CD-C18,粒径 3μm, 内径3.0 mm､長さ150

mm（ｲﾝﾀｸﾄ株式会社製），カラム温度：40℃，移動

相：A 液及びB 液について下表の濃度勾配で送液

した．

移動相流量：0.20 mL/分

A 液:5mmol/L 酢酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ水溶液

B 液:5mmol/L 酢酸ｱﾝﾓﾆｳﾑﾒﾀﾉｰﾙ溶液
時間（分） A液（%） B液（%）

０ 85 15
１ 60 40
3.5 60 40
６ 50 50
８ 45 55
17.5 ５ 95
30 ５ 95

・ 質量分析計

イオン化モード：ｴﾚｸﾄﾛｽﾌﾟﾚｰｲｵﾝ化法（ESI）

測定モード：MRM

検査対象農薬のﾌﾟﾚｶｰｻｰｲｵﾝ，ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｲｵﾝは，厚生

労働省通知に５）準じ設定し，ｲﾝﾌｭｰｼﾞｮﾝにより各農

薬の1μg/ml溶液を用いdeclustering potential

(DP電圧)，collision energy(CE電圧）等を最適化

した．詳細は表３のとおり

表３．固相抽出・LC/MS/MS一斉試験法対象農薬及び条件

(4) 検量線

検査対象農薬それぞれを精秤し，1000 ppmアセト

ニトリル溶液を作成した．検査実施時にこれらを混

合し，20 ppmメタノール混合標準液を調製した後，

適宜希釈し，検査対象農薬がないことを確認した農

産物抽出物に加え検量線作成用試験溶液とした．

(5) 試験溶液の調製法

試験溶液の調製は，厚生労働省通知５）に準じた．

グラファイトカーボン/アミノプロピルシリル化シリ

カゲル積層ミニカラム（500 mg/500mg）は，ジーエ

ルサイエンス株式会社製GL-Pak2層カートリッジを用

いた．

(6) 分析値

農産物ごとに3nの添加回収試験を行い，回収率70

～120％，RSD20%以下の農薬について，原則3n以上の

併行抽出の測定結果の平均値を分析値とした．

なお，0.001 ppmまで測定し，0.01 ppm未満をTrと

した．

検査実施農産物

検査検体として搬入された農産物は，表４に示す

32農産物200検体であった．

表４．　検査実施農産物件数
No． 農　産　物　名 総計 国産 輸入

1 青ねぎ 4 4
2 いちご 6 6
3 いよかん 4 4
4 温州みかん 6 6
5 かき 6 6
6 かぶ 6 6
7 キャベツ 6 6
8 きゅうり 8 8
9 グリーンアスパラガス 4 4

10 グレープフルーツ 6 6
11 さといも 4 4
12 しゅんぎく 6 6
13 しょうが 6 4 2
14 すいか 6 6
15 だいこん（根） 10 10
16 たまねぎ 10 10
17 チンゲンサイ 6 6
18 トマト 12 12
19 なす 6 6
20 日本なし 6 6
21 はくさい 6 6
22 はなっこりー 4 4
23 ばれいしょ 6 6
24 ピーマン 12 12
25 ぶどう 4 4
26 ブロッコリー 6 5 1
27 ほうれんそう 6 6
28 もも 6 6
29 りんご 6 6
30 レタス 6 6
31 れんこん 4 4
32 冷凍ほうれんそう 6 6

計 200 181 19

農薬成分名 ESI
ﾌﾟﾚｶｰｻｰｲｵﾝ
(m/z)

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｲｵﾝ
(m/z)

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｲｵﾝ
(m/z) DP

*
CE

**

イミダクロプリド posi 256 209 175 16 21
インドキサカルブ posi 528 150 203 81 37

オキサミル posi 237 126 90 6 23
キザロホップエチル posi 373 299 255 66 25
クロチアニジン posi 250 169 132 16 19
クロマフェノジド posi 395 175 147 46 25
シアゾファミド posi 325 108 261 11 23
シフルフェナミド posi 413 295 241 46 23

ジフルベンズロン posi 311 158 141 31 19
シプロジニル posi 226 93 108 41 47
シメコナゾール posi 294 70 73 21 37
チアクロプリド posi 253 126 90 26 27
チアメトキサム posi 292 211 181 16 19
テブフェノジド posi 353 133 297 51 23

トリフルミゾール posi 346 278 1 17
トリフルミゾール(代謝物） posi 295 215 26 29
ヘキシチアゾクス posi 353 228 168 21 21

リニュロン posi 251 162 182 21 25

* : DP:declustering potential(DP電圧)
**: CE:collision energy(CE電圧）
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結果

平成18年度に搬入のあった32農産物のうち青ねぎ，

いちご，いよかん，かき，キャベツ，きゅうり，グリ

ーンアスパラガス，グレープフルーツ，しゅんぎく，

すいか，だいこん(根)，たまねぎ，チンゲンサイ，ト

マト，日本なし，ピーマン，ぶどう，ブロッコリー，

ほうれんそう，もも，りんご，レタス，冷凍ほうれん

そうの23農産物から58農薬が検出された．

表５に，農薬検出状況を示した．

残留基準を超えて検出された農薬は，しゅんぎく１

検体から検出されたフェンプロパトリンだけであり，

ほとんどが残留基準を大幅に下回るものであった．

なお，食品衛生法違反となったしゅんぎくについて

は行政対応がとられ，速やかに自主回収措置等がとら

れた．

表５． 農産物別農薬残留状況（平成18年度）

農産物名
国産・輸入

の別
検体数 検出数 農薬名 分析値*1　（ppm） 残留基準値*2

青ねぎ 国産 4 1 オキサジキシル 0.01 5
1 フルトラニル 0.01 2.0

いちご 国産 6 1 アセタミプリド 0.21 5
1 エトキサゾール 0.04 1
1 クレソキシムメチル 0.13 5
1 ジクロルボス Tr 0.3
3 テブフェンピラド 0.01 0.02 0.23 1
1 トリフルミゾール 0.06 2.0
1 ビテルタノール Tr 1.0
1 フェノブカルブ 0.22 2.0
2 ヘキシチアゾクス 0.01 0.02 2
1 ミクロブタニル 0.02 1.0

いよかん 国産 4 1 フェニトロチオン 0.30 2.0
2 フェノチオカルブ 0.10 0.23 0.5
1 プロパルギット 0.14 3
4 メチダチオン 0.02 0.04 0.05 0.19 5

かき 国産 6 1 エトフェンプロックス 0.04 2
1 クレソキシムメチル Tr 5
1 シペルメトリン 0.01 2.0

キャベツ 国産 6 1 アセフェート 0.06 5.0
1 メタミドホス 0.04 1.0

きゅうり 国産 8 1 アセタミプリド 0.14 5
1 クレソキシムメチル 0.02 0.5
1 クロチアニジン 0.01 2
1 チアメトキサム Tr 0.5
1 トリフルミゾール 0.01 1
2 ピリダベン Tr 0.11 1
3 プロシミドン 0.03 0.03 0.05 5
5 ホスチアゼート 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.2
5 メタラキシル 0.01 0.01 0.03 0.03 0.28 2
1 モノクロトホス 0.01 0.05

グリーンアスパラガス 国産 4 4 クロルフェナピル Tr Tr 0.01 0.02 3
1 ペルメトリン 0.01 3

グレープフルーツ 輸入 6 1 クロルピリホス 0.01 1
2 トリフロキシストロビン 0.01 0.02 0.3
4 ピリプロキシフェン 0.01 0.01 0.01 0.02 0.5
1 フルバリネート 0.01 2.0
2 メチダチオン 0.02 0.03 5

しゅんぎく 国産 6 1 クロルフェナピル 0.02 3
1 フェンプロパトリン 2.24 0.01

すいか 国産 6 2 エトキサゾール 0.01 0.02 0.1
1 クロチアニジン 0.01 0.2

だいこん（根） 国産 10 1 クロルピリホス Tr 0.5
3 ジクロルボス Tr Tr 0.01 0.1
1 ジメトエート 0.03 1
1 ホスメット Tr 1
1 メタミドホス Tr 0.5

たまねぎ 国産 10 2 メタラキシル 0.01　0.05 2
チンゲンサイ 国産 6 1 シペルメトリン 0.01 5.0

1 メタラキシル 0.01 2.0
トマト 国産 12 1 アクリナトリン 0.01 0.5

2 イプロジオン 0.01 0.03 5.0
1 イミダクロプリド 0.04 1
3 エトフェンプロックス 0.09 0.04 0.02 2
1 クロチアニジン 0.01 2
1 ジエトフェンカルブ 0.01 5.0
1 チアクロプリド 0.04 1
3 トリフルミゾール 0.01 0.04 0.04 2.0
1 フルジオキソニル 0.01 2
2 プロシミドン 0.03 0.04 5
1 ペルメトリン 0.01 1.0
1 メタミドホス 0.03 2.0
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表５． 農産物別農薬残留状況（平成18年度）

農産物名
国産・輸入

の別
検体数 検出数 農薬名 分析値*1　（ppm） 残留基準値*2

1 メタミドホス 0.03 2.0
日本なし 国産 6 2 イプロジオン Tr Tr 10

3 クレソキシムメチル Tr 0.01 0.03 5
1 クロルピリホス 0.06 0.5
1 クロルフェナピル 0.01 1
1 シアノホス 0.01 0.2
1 ジフェノコナゾール 0.01 1
1 シペルメトリン 0.06 2.0
1 ダイアジノン Tr 0.1
1 フェンバレレート 0.01 2.0
2 プロチオホス 0.01 0.01 0.1
1 メプロニル Tr 2.0

ピーマン 国産 12 2 アセタミプリド 0.13 0.83 5
1 クレソキシムメチル 0.02 2
3 クロルフェナピル 0.02 0.11 0.15 1
2 シプロジニル 0.01 0.01 0.5
1 シペルメトリン 0.05 2
1 フェナリモル 0.02 0.5
1 プロシミドン Tr 5
1 ペルメトリン 0.01 3
1 メタラキシル 0.02 2
2 モノクロトホス Tr 0.01 0.05

ぶどう 国産 4 1 イプロジオン 0.07 25
1 イミダクロプリド 0.01 3
2 クレソキシムメチル 0.03 0.11 15
1 クロチアニジン 0.08 5
1 シプロジニル 0.02 5
2 ダイアジノン 0.01 0.01 0.1

1 フルバリネート 0.11 2.0

ブロッコリー 国産 6 1 クロルタールジメチル 0.02 4
ほうれんそう 国産 6 1 イミダクロプリド 0.02 5

1 リニュロン 0.02 0.2
もも 国産 6 1 アセタミプリド 0.09 5

1 イプロジオン Tr 10
1 クレソキシムメチル Tr 1
1 チアクロプリド Tr 1
1 フェニトロチオン Tr 0.2
1 ブプロフェジン 0.01 1
1 モノクロトホス Tr 0.01

りんご 国産 6 3 キャプタン 0.01 0.01 0.01 5.0
3 クレソキシムメチル Tr 0.01 0.01 5
2 クロチアニジン 0.01 0.01 1
4 クロルピリホス Tr 0.01 0.01 0.02 1.0
2 シハロトリン 0.01 0.01 0.4
2 シフルトリン 0.01 0.02 1.0
2 チアクロプリド Tr 0.02 2
3 トリフロキシストロビン Tr 0.02 0.16 3
4 フェンプロパトリン 0.01 0.04 0.06 0.29 5
1 フルアクリピリム Tr 2
2 プロチオホス 0.01 0.03 0.3
プロパルギット 0.17 3

冷凍ほうれんそう 輸入 6 6 イミダクロプリド Tr 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 5
1 ピリメタニル 0.01 0.01

レタス 国産 6 2 イプロジオン 0.01 0.03 10
1 イミダクロプリド 0.02 5
2 プロシミドン Tr 0.01 5

*1 Tr: 0.01ppm未満
*2 残留基準値で一律基準値が適用されるものについては，0.01を記載

考察

平成18年度の農薬検出状況は，表６に示したポジテ

ィブリスト制度施行前の農薬検出状況と比べ，農産物

ごとに検出される農薬の種類は，産地等が異なってい

ることもあり変動しているが，検出されたほとんどの

農薬については，残留基準値を大幅に下回っている．

農薬取締法に基づく登録保留基準が遵守されれば，

国内で生産され県内を流通する農産物については，お

おむね食品衛生法に基づく残留基準は遵守されると考

えられる．

しかし，平成15年度から平成18年度の4年間で残留基

準を超過した事例4件においては，生産者の誤使用によ

ったものと推定され，続発する可能性もあり，また使

用される農薬は気候変動等により変動することから使

用状況等を的確に情報収集し，他都道府県市での農薬

検出状況を勘案し，今後も検査対象農産物，農薬を変

更しながら継続的に検査を実施する必要があると考え

られた．

（この調査報告は、平成15年度・平成16年度・平成17

年度・平成18年度生活衛生課「食品中の農薬残留実態
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調査」をとりまとめたものである．）
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表６．　農産物別農薬残留状況（平成15年度～平成17年度）

農産物名 検査年度 国産・輸入の別 検体数 検出数 農薬名 分析値(ppm) 残留基準＊

青ねぎ H15 国産 6 1 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.02 5.0
1 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.07 5.0

いちご H15 国産 6 1 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.34 20
1 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 0.3 0.3
1 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.01 1
2 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 0.03 0.12 1.0
2 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 0.03 0.05 1.0

H16 国産 4 1 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ 0.03 2
1 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 0.08 1.0
1 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 0.10 1.0
1 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 0.02 1.0
1 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.11 10
1 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.03 1.0
1 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 0.11 1.0

えだまめ H17 国産 4 1 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾞﾛｯｸｽ 0.53 5
1 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 0.08 -

オレンジ H17 輸入 6 3 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.02 0.03  0.12 1
2 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 0.01 0.02 0.5

かき H15 国産 5 2 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.02 0.06 2.0
2 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 0.02 0.06 2
1 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 0.03 1.0

H16 国産 4 1 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 0.01 0.06 2
H17 国産 4 1 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 0.06 2

かぼちゃ H16 輸入 8 1 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 0.04 1.0
ｷｳｲｰ H16 国産 4 1 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 5.0

H17 国産 3 1 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.02 5
 2 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.01 0.04 1

H18 国産 4 2 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.03 0.06 5.0
1 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.01 1

キャベツ H16 国産 4 1 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.02 2
H17 国産 8 1 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.05 2

きゅうり H16 国産 4 1 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.07 5
ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ H16 輸入 6 3 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 0.11 0.13 0.15 -

1 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.06 1
H17 輸入 8 1 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 0.09 -

冷凍さといも H16 輸入 5 1 BHC 0.01 0.2
しゅんぎく H16 国産 5 1 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 1.04 -

H17 国産 4 1 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.13 -
1 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ 0.71 -

だいこん H15 国産 10 1 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 0.01 0.1
2 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ 0.19 0.57 0.2

チンゲンサイ H17 国産 4 1 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ 0.02 -
とまと H16 国産 6 1 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 5.0

1 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾞﾛｯｸｽ 0.01 2
H17 国産 6 1 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.01 -

1 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.18 5
なす H15 国産 6 1 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 0.07 0.5

H16 国産 6 1 EPN 0.25 0.1
1 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 0.04 2
1 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.02 0.5

日本なし H15 国産 6 1 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 10

H16 国産 4 1 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.02 5

1 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.02 2.0

1 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 0.02 0.1

H17 国産 4 1 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.06 5

1 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 0.07 0.5

1 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.01 2.0

にんじん H16 国産 4 2 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.02 0.02 0.5
パイナップル H17 輸入 4 1 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 0.02 2.0
はくさい H15 国産 12 1 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 0.06 －
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*:残留基準値は，平成18年5月28日現在

表６．農産物別農薬残留状況（平成15年度～平成17年度）

農産物名 検査年度 国産・輸入の別 検体数 検出数 農薬名 分析値(ppm) 残留基準＊

はくさい H15 国産 12 1 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 0.06 －
5 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 0.01 0.04 0.06 0.76 0.93 3.0
2 ﾏﾗﾁｵﾝ 0.01 0.01 2.0
1 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 5.0

H16 国産 6 1 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 0.04 3.0

バナナ H17 輸入 4 1 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.35 10
1 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.01 3
1 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.02 -
1 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 0.03 0.5

ピーマン H15 国産 6 3 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.03 0.13 0.23 10
1 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 0.04 -
1 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 0.01 -

H16 国産 6 1 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.02 10
1 ｼﾞｺﾎｰﾙ 0.01 1
1 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.05 2.0

H17 国産 4 1 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 0.08 7
2 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.02 0.08 2.0

ぶどう H15 国産 6 1 ｱｾﾌｪｰﾄ 0.44 5.0
2 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.02 0.19 25
2 ｼﾞｸﾛﾌﾙｱﾆﾄﾞ 0.01 0.01 15
1 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 0.01 0.5
1 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.26 5.0
2 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ  0.01 0.09 25
1 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 0.35 －
1 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.03 0.1

H16 国産 6 1 ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 0.03 -
H17 国産 4 1 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.08 15

1 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.02 -
1 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.03 0.1

ほうれんそう H15 国産 12 1 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.04 2.0
1 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 2.52 0.50
1 ﾏﾗﾁｵﾝ 0.02 2.0
1 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.22 2.0

H16 国産 10 1 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 12.40 -
1 ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 0.30 4
2 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.02 0.12 2.0

もも H15 国産 5 2 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 0.02 10
2 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ  0.01 0.03 1.0

H16 国産 4 1 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 0.01 1.0
H17 国産 4 3 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 0.01 0.04 0.06 10

りんご H15 国産 8 1 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 0.06 1.0
1 ｼﾞｺﾎﾙ 0.35 3.0
2 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 0.01 0.21 5
1 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.01 0.2
1 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 0.01 2.0

H16 国産 7 1 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 0.09 1.0
1 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 0.05 5.0
2 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.01 0.21 5
1 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 0.03 0.4
1 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 0.12 5
2 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 0.11 0.16 5

H17 国産 6 1 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ 0.01 0.5
3 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 0.02 0.04 0.06 5
3 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.01 0.01 0.03 1.0
2 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 0.02 0.02 0.4
1 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 0.04 5

レタス H16 国産 6 1 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.01 3
1 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 0.06 2.0
2 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.04 0.46 5

H17 国産 6 1 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 0.04 0.28 3
2 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 0.04 5


